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広　 報

表紙説明

　昨年の５月号に続き、今月号もテッポウユリの花が

表紙を飾った。

　人家の庭に「ドゥメーイ」（自生）するユリ。険し

く起伏に富んだ天然の岩々は見事であり、その岩山に

咲く数え切れないユリの花も美しい。

　４月 28 日、杉田村子さん（神宮）宅にて。

天然の築山に　　　　　

咲 き誇る 　

特   

集
平
成
20-

21
期
製
糖
終
了

荒
木
小
学
校
入
学
式

シ
マ
の
話
題
そ
の
１（
海
開
き　

他
）

　
　
　
　
　

そ
の
２（
診
療
所
に
常
勤
医　

他
）

　
　
　
　
　

そ
の
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八
月
踊
り
D
V
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他
）

愛
し
子
へ
の
エ
ー
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連
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フ
リ
ム
ン
徳
さ
ん
ア
メ
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カ
通
信

役
場
新
入
職
員
紹
介

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓
・
今
月
の
わ
ん
こ

島
に
咲
く
花
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年　度 キ　ビ
農家数

収穫面積
（ha）

単　収
（ｔ）

生産量
（ｔ）

ハーベス
タ率（％）

03/04 1,013 1,286 7,423 94,162 1.0 
04/05 987 1,311 7,826 101,297 1.8
05/06 929 1,229 6,610 79,936 3.6
06/07 890 1,102 6,785 74,768 6.9
07/08 860 1,082 7,545 81,634 11.3
08/09 871 1,098 6,845 75,161 13.6
09/10 867 1,054 6,910 72,835 18.2
10/11 828 1,031 8,699 89,690 23.9
11/12 800 984 7,700 75,765 28.3
12/13 797 1,045 7,321 76,503 36.2
13/14 777 1,121 7,599 85,083 43.4
14/15 774 1,089 5,888 64,170 48.8
15/16 781 1,102 6,554 72,233 53.9
16/17 771 1,089 5,830 63,492 59.6
17/18 772 1,002 6,298 63,102 60.6
18/19 757 1,074 6,864 73,732 63.3
19/20 707 1,159 7,816 90,645 66.6
20/21 686 1,196 7,666 91,742 70.6

ハーベスタ導入後サトウキビ各項目の推移

出典：生和糖業会社概況

サトウキビ 20/21 年期実績レポート

生 和 糖 業 搬 入 量 2 期 連 続 9 万 ㌧ 達 成
生和糖業処理量９１，７４２㌧（前期比１，０９６㌧増）達成　　～黒糖・酒造原料分は約１，５００㌧～

台風被害わずか、カンシャワタアブラムシ被害なくブリックスも上昇

夏
植･

秋
植
は
減
少
、
春
植･

株
出
が
大
幅
増

　

生
和
糖
業
株
式
会
社
（
西
一
臣
工
場
長
）
は
４
月
19
日
、
平
成
19
／
20

年
期
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
搬
入
を
終
了
し
た
。

　
『
増
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
が
奏
功
し
、
台
風
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も

追
い
風
と
な
り
、
２
期
連
続
の
９
万
㌧
台
達
成
と
な
る
９
１
，
７
４
２
㌧

の
原
料
を
処
理
し
た
。
ブ
リ
ッ
ク
ス
は
20･

46
％
で
あ
っ
た
。
西
工
場
長

は
「
よ
り
安
定
的
に
収
量
を
上
げ
る
た
め
、
春
植
や
株
出
で
の
株
切
れ
対

策
と
し
て
、
今
後
と
も
管
理･

補
植
の
浸
透
を
図
り
た
い
」
と
、
来
期
へ

の
課
題
を
指
摘
し
た
。

　

同
社
の
原
料
搬
入
量
は
、
昨
年
も
目

立
っ
た
台
風
被
害
が
な
く
、
各
関
係
機

関
が
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
『
増

管
理･

補
植
の
徹
底
が
課
題

好
天
に
よ
る
刈
取
先
行
で
、
古
キ
ビ
化
に
よ
る
純
糖
率
低
下
も

産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
が
功
を
奏
し
た

こ
と
も
あ
り
、
２
期
連
続
で
９
万
㌧

を
達
成
し
た
。

　

西
工
場
長

は
「
11
月
の

予
約
調
査
で

概
ね
９
２
，

０
０
０
㌧
を

見
込
み
、
ブ

リ
ッ
ク
ス
調

査
結
果
も
例

年
よ
り
高
く

推
移
し
た
の

で
、
前
期
よ

り
２
日
早
い

12
月
６
日
に

刈
取
開
始
し

た
」
と
話
し

「
収
穫
面
積
は

前
期
よ
り
38

　

ha
増
の
１
，
１
９
７
ha
で
あ
り
、
春

植･

株
出
へ
の
移
行
が
目
立
っ
た
」

と
付
け
加
え
た
。

　

ブ
リ
ッ
ク
ス
は
、
前
期
に
悩
ま
さ

れ
た
カ
ン
シ
ャ
ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ
の

防
除
も
徹
底
さ
れ
、
奄
美･

熊
毛
地

区
最
高
と
な
る
20･

46
％
と
な
り
前

期
比
で
０･

75
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

処
理
量
は
「
前
期
に
続
き
好
天
に
恵

ま
れ
た
こ
と
が
最
大
要
因
」（
西
工

場
長
）
と
な
り
前
期
比
１
，
０
９
６

㌧
増
の
９
１
，

７
４
２
㌧
で

あ
っ
た
。
単
収

は
７･

66
㌧
で
、

前
期
は
７･

81
㌧

よ
り
微
減
し
た
。

今
期
は
株
出
へ

の
移
行
が
増
加

し
た
こ
と
が
要

因
。

　

一
方
、
作
付

面
積
の
拡
大
は

あ
る
も
の
の
、

夏
植
よ
り
単
収

の
落
ち
る
春
植･

株
出
の
比
率
が
高
く

な
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
来
期
の
課
題

と
し
て
西
工
場
長
は
「
新
植
夏
植
や
株

出
で
の
株
切
れ
が
目
立
つ
。
一
層
の
株

切
れ
対
策
が
必
要
」
と
指
摘
し
「
所
得

向
上
の
た
め
、
き
ち
ん
と
管
理
を
し
た

う
え
で
欠
株
に
は
確
実
に
補
植
を
し
て

茎
数
の
確
保
を
」
と
訴
え
る
。

　

ま
た
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
た
め
に
刈

取
が
先
行
し
て
工
場
処
理
が
追
い
つ
か

ず
、
収
穫
後
の
日
数
経
過
に
よ
り
、
放

置
さ
れ
た
キ
ビ
の
純
糖
率
の
低
下
に
も

悩
ま
さ
れ
た
と
い
う
。

　

な
お
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
収
穫
比
率
は

70･

66
％（
前
期
66
・
68
％
）で
、ト
ラ
ッ

シ
ュ
率
は
９･

02
％
（
前
期
９･

88
％
）

で
あ
っ
た
。

（
デ
ト
ラ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
る
再
脱
後
は

４･

12
％
）

製
糖
期
間
中
フ
ル
稼
働
し
た
設
備
の
整
備
に
追
わ
れ
る

製糖終了も製品（ザラメ）
出荷は大詰め



「早く地域に溶け込んで
                      島の子どもたちのために頑張る」
　今年度より本町で勤務することになった 46 人の教職
員の受入式が４月 10 日、役場コミュニティーホールで
あった。
　あいさつで晴永清道教育長は「素晴らしい歴史、文化、
自然を誇る『夢とロマンの島』にようこそ。本町教育行
政の課題は『学力向上』です。21 世紀の喜界島を支える、
やれば出来る子どもたちのために、早く地域に溶け込み
尽力ください。本町での教員生活が、人生の輝ける一ペー
ジとなることを願います」と歓迎した。
　転入新任教職員を代表して、第二中の井之上良一校長
は「教育への想いにあふれた喜界島に赴任して喜んでい
ます。早く地域に溶け込んで町民の方々と仲間になり、
子どもたちのために頑張ります」と決意を述べた。
　つづく懇談会は、民謡日本一にもなった湾小５年の界
眞子さんが歓迎の唄として『朝花節』を披露し、中島智
一町議会議長のそらまめ茶での乾杯ではじまった。

　テーブルには島の食材を利用した郷土料理や菓子が並
んだ。喜界高校に赴任した平石厚史教諭（美術）は「初
めて『フスー』という名前を聞きましたが、フスーゼリー
のおいしさが『フツー』じゃないですね」と話した。
　最後は、安田博樹さん（坂嶺）の三味線、廣太樹君（上
嘉鉄小２年）の太鼓による『六調』を全員で踊り、会は
終了した。

「いっぱい勉強しようね」 晨原校長から
教科書を贈呈される新入生の藤愛音さん

「
く
る
ま
に
き
を
つ
け
て
、
よ
り

み
ち
せ
ず 

に
か
え
ろ
う
ね
」

締
め
は
全
員
参
加
で
の
六
調

みどりのなかのふるさとに  げんきなうたをひろめよう

～第 62 回 荒木小学校入学式～
　

町
内
各
小
学
校
で
４
月
６
日
、

入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
湾
小
学
校

の
46
人
を
は
じ
め
合
計
71
人
が
ピ

カ
ピ
カ
の
一
年
生
と
な
っ
た
。
な

お
、
坂
嶺
小
と
滝
川
小
で
は
新
入

生
が
な
か
っ
た
。

　

一
集
落
一
小
学
校
の
荒
木
小
学

校（
晨
原
弘
久
校
長
、児
童
数
36
人
）

で
は
、
２
人
の
新
入
生
が
あ
っ
た
。

　

晨
原
校
長
は
式
辞
で
「
ご
入
学

お
め
で
と
う
。
そ
し
て
、
あ
り
が

と
う
。
や
さ
し
い
お
兄
さ
ん
お
姉

さ
ん
が
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
く

だ
さ
い
。
今
日
か
ら
一
緒
に
勉
強

や
運
動
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」

と
や
さ
し
く
語
り
か
け
た
。
他
に

は
町
長
祝
辞
（
住
岡
秀
樹
議
会
事

務
局
長
代
読
）
や
勇
一
敏
P
T
A

会
長
に
よ
る
ユ
ー
モ
ア
と
愛
情
に

あ
ふ
れ
る
祝
辞
も
あ
っ
た
。

　

児
童
を
代
表
し
て
善
原
亜
梨
沙

さ
ん
（
６
年
）
は
「
2
人
の
入
学

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
休

み
時
間
に
は
鬼
ご
っ
こ
や
一
輪
車

を
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。
行
事
や

勉
強
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
ら
何
で
も
聞
い
て
く
だ

さ
い
」
と
歓
迎
し
た
。

　

そ
の
後
、
教
科
書
贈
呈
や
職
員

紹
介
な
ど
が
あ
り
、「
い
つ
も
楽

し
い
学
び
舎
は 

僕
ら
の
荒
木
小

学
校 

ぐ
ん
と
行
こ
う
よ
青
空
へ
」

と
、
全
体
で
校
歌
斉
唱
を
し
て
式

を
終
え
た
。

　

新
入
生
の
藤
愛
音
（
ふ
じ
・
あ

い
ね
）
さ
ん
は
「
べ
ん
き
ょ
う
や

う
ん
ど
う
に
が
ん
ば
っ
て
、
お
と

も
だ
ち
も
い
っ
ぱ
い
つ
く
り
た
い

沖縄喜界郷友会が
        ランドセル交通安全カバーをプレゼント
　この４月に町内の各小学校へ入学した新一年生全員
に、沖縄喜界郷友会（宮城節子会長）はランドセルに装
着する交通安全カバーを寄贈した。
　このカバーは黄色いビニール製で、通学路を意味する
交通標識の図柄と「こうつうあんぜん」の文字が平仮名
で書かれている。
　宮城会長は「運転者に注意を促す黄色いランドセルカ
バーにより、ふるさと喜界島の児童たちの交通安全に一
役買うことができれば」と児童らの安全を願う。
　さっそくランドセルにカバーを装着した新入生たちは

「みちのまんなかをあるくとあぶないよ」などと声
をかけ合いながら登下校している。

で
す
」
と
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
い
た
。

※
表
題
と
緑
字
は
同
小
校
歌
の
歌
詞

で
あ
る
（
昭
和
38
年
制
定
）。
作
詞

作
曲
の
久
保
け
ん
お
（
本
名
・
賢

男
、
荒
木
出
身
、
大
正
９
年
生
）
は
、

島
が
生
ん
だ
民
謡
研
究
界
の
巨
人
で

あ
っ
た
。
特
に
童
歌（
わ
ら
べ
う
た
、

童
謡
で
は
な
い
）の
研
究
で
知
ら
れ
、

音
楽
之
友
社
な
ど
の
大
手
音
楽
出
版

社
か
ら
、
多
数
の
著
書
を
出
版
し
て

い
る
。

　

県
内
で
も
他
の
学
校
校
歌
の
作
詞

作
曲
を
は
じ
め
、
昭
和
40
年
代
頃
ま

で
の
音
楽
の
教
科
書
に
は
多
数
の
楽

曲
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
活
躍
し
て
い

た
。

　

ま
さ
し
く
、
後
世
に
語
り
継
ぐ
べ

き
郷
土
の
偉
人
で
あ
る
。

　

同
校
校
歌
は
、
一
度
耳
に
す
れ
ば

離
れ
な
い
軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
、

明
る
く
朗
ら
か
な
歌
詞
に
よ
り
町
内

の
９
小
学
校
校
歌
の
な
か
で
最
も
有

名
で
あ
り
、
他
校
の
卒
業
生
も
口
ず

さ
め
る
ほ
ど
で
あ
る
。

3　Kikai Public Relations 2009.5
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喜
界
島
と
奄
美
群
島
を
舞
台
に
（
架
空
の
島
･

大
美
島
と
い
う
設
定
）、
若
き
裁
判
官
が
戸
惑
い

苦
し
み
な
が
ら
も
成
長
す
る
姿
を
描
い
た
裁
判
官

ド
ラ
マ
「
ジ
ャ
ッ
ジ 

島
の
裁
判
官 

奮
闘
記
」
の

D
V
D
が
５
月
20
日
、「
裁
判
員
制
度
」の
施
行（
５

月
21
日
）
に
あ
わ
せ
て
発
売
さ
れ
る
。

　

過
去
に
N
H
K
で
放
映
さ
れ
た
「
ジ
ャ
ッ
ジ
」

（
平
成
19
年
）
と
、「
ジ
ャ
ッ
ジ
Ⅱ
」（
同
20
年
）

の
同
時
発
売
と
な
る
。

ス
ト
ー
リ
ー

『
ジ
ャ
ッ
ジ
』　

大
阪
地
裁
で
知
的
財
産
を
扱
う
部

署
で
激
務
を
送
っ
て
い
た
恭
介
（
西
島
秀
俊
）
は
、

崩
壊
寸
前
の
家
庭
の
転
機
に
し
よ
う
と
、
大
美
島

で
た
っ
た
一
人
の
裁
判
官
と
し
て
、
妻
･
麗
子

（
戸
田
菜
穂
）
と
娘
と
と
も
に
赴
任
す
る
。

　

島
独
特
の
文
化
や
人
間
関
係
、
経
済
状
況
を
背

景
に
し
た
事
件
の
数
々
を
担
当
し
、
単
純
な
善
悪

の
も
の
さ
し
で
は
計
り
き
れ
な
い
判
断
を
迫
ら

れ
、
戸
惑
い
苦
し
み
な
が
ら
も
成
長
す
る
赴
任
１

年
目
を
描
く
。

『
ジ
ャ
ッ
ジ
Ⅱ
』　

２
年
目
を
迎
え
、
よ
り
島
の
現

実
に
踏
み
込
ん
で
深
い
人
間
ド
ラ
マ
が
展
開
す
る

中
、
異
動
の
時
期
が
迫
る
。

　

す
っ
か
り
島
に
馴
染
ん
だ
娘
は
転
校
を
嫌
が

り
、
妻
・
麗
子
も
島
を
離
れ
れ
ば
家
族
の
絆
が
壊

れ
る
の
で
は
と
恐
れ
る
。
島
民
に
と
っ
て
も
恭
介

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
島

に
残
る
べ
き
か
、
恭
介
は
決
断
を
迫
ら
れ
る
。

  新極真会奄美
支部喜界道場は
このほど、昇級
審査会を喜界高
校武道館で行っ
た。
　審査会では同
道場の責任者で
ある藤山茂樹さ

んが「奄美大会や全国大会でも入賞できるように頑張っ
て。目標を立てて努力できるようになれば、勉強や普段
の生活も頑張れるようになります。審査では頑張った成
果を発揮してください」と激励して始まった。
　昇級は 10 級（オレンジ帯）から３級（緑帯）までは
藤山さんが、２級（茶帯）以上は古仁屋の奄美支部にお
いて元世界チャンピオンの緑健児支部長（総本部代表と
の兼任）が審査する。
　審査項目は、基本（突き ･ 蹴り）、型、体力、組手から
なり、主要大会での実績があれば特別昇級できる。
　受審した道場生らは普段の練習の成果を披露していた。

　参加した石
原春樹君（湾
小５年）は「足
がよく出てい
たけど、上段
蹴りは少し足が上がらなかった。技が色々あって面白い
ので、中学生になっても続けたいです」と話した。
　なお、同道場では藤原優花さん（一中１年）と久里佐
さん（同２年）が、ユースジャパン（将来の空手界を担
う選手が選ばれ、山梨県での合宿にも参加）となっている。
　藤山さんは２人に
ついて「彼女らは普
段の練習も頑張りが
違う。奄美全体にい
えることだが、女子
の活躍が目立つ」と
話し、男子の奮起に
期待した。

新  極真会喜界道場生らが昇級試験に挑戦 !!

「四 季を彩る母娘展」 手芸など
75 作品（２００点）を展示喜 界島も舞台の裁判官

ドラマ『ジャッジ』、DVD 発売！

審査を受けるチビッコ空手家たち

　

小
野
津
に
住
む
福
沢
照
代
さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
、

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
長
女
の
ウ
ィ
ズ
ダ
ム
美

智
子
さ
ん
（
米
国
オ
レ
ゴ
ン
在
住
）
と
共
同
で
、

自
作
の
手
芸
や
服
飾
を
集
め
て
「
四
季
を
彩
る
母

娘
（
お
や
こ
）
展
」
を
開
催
し
た
。

　

今
回
の
展
示
会
は
、四
季
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
春

夏
秋
冬
」
を
、
手
芸
や
絵
画
、
服
飾
で
表
現
し
、

の
べ
１
４
０
人
の
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

  

展
示
品
は
、
大
島
紬
を
あ
し
ら
っ
た
バ
ッ
グ
や

小
物
、
人
形
な
ど
で
、
福
沢
さ
ん
は
来
訪
者
に
作

品
の
説
明
も
し
た
。

　

特
に
、
戦
後
ま
も
な
く
親
戚
の
尾
野
昭
枝
さ

ん
（
旧
姓･

宮
本
）
が
生
糸
作
り
、
染
色
、
機
織
、

縫
製
ま
で
手
掛
け
た
大
島
紬
を
譲
り
受
け
て
リ

フ
ォ
ー
ム
し
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
は
、
本
人
の
夢
の

中
で
の
ひ
ら
め
き
に
し
た
が
い
、
秋
草
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
作
ら
れ
、
楚
々
と
し
た
秋
花
の
刺
繍
と
約

60
年
前
の
も
の
と
は
思
え
な
い
鮮
や
か
な
紬
の
生

地
が
相
ま
っ
て
、
会
心
の
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

福
沢
さ
ん
は
５
年
前
に
帰
省
す
る
ま
で
服
飾
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
母
校
の
小
野

津
小
学
校
で
は
「
本
物
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
た

い
」
と
、
子
供
服
や
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
な
ど

の
、
本
格
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も
開
催
し

て
い
る
。

　

島
で
初
め
て

の
個
展
を
成

功
さ
せ
た
福
沢

さ
ん
は
「
大
変

だ
っ
た
が
楽
し

か
っ
た
。
未
展

示
の
作
品
も
あ

る
の
で
、
機
会

が
あ
れ
ば
ま
た

開
催
し
た
い
」

と
話
し
た
。

活躍が目立つ女子選手

発売元 :NHK エンタープライズ
（定価 : ９，９７５円【税込み】）

来場者に説明する福沢さん（手前）

シ
マ
の

話
題そ

の
１



　

立
技
の
総
合
格
闘
技
、
シ
ュ
ー
ト

ボ
ク
シ
ン
グ
の
大
会
『
武
志
道
―

B
U
S
H
I
D
O
―
其
の
弐
』
が
４

月
３
日
、
格
闘
技
の
聖
地
･
後
楽
園

ホ
ー
ル
（
東
京
）
で
あ
り
、
本
町
坂

嶺
出
身
の
同
日
本
ヘ
ビ
ー
級
３
位
・

岩
下
雅
大
選
手（
24
）が
出
場
し
た（
エ

キ
ス
パ
ー
ト
ク
ラ
ス
特
別
ル
ー
ル
、

３
分
×
３
ラ
ウ
ン
ド
）。

　

お
な
じ
み
「
喜
界
島
」
の

文
字
が
躍
る
T
シ
ャ
ツ
と

ス
パ
ッ
ツ
に
身
を
包
ん
だ

岩
下
選
手
は
、
関
西
喜
界
町

郷
友
会
か
ら
贈
ら
れ
た
「
闘

う
島
人
」
の
垂
れ
幕
が
２
階

席
か
ら
見
守
る
中
、
島
唄
を

ア
レ
ン
ジ
し
た
入
場
曲
で

リ
ン
グ
イ
ン
。
か
ぶ
っ
て
い

た
カ
ウ
ボ
ー
イ
ハ
ッ
ト
を

客
席
に
勢
い
よ
く
投
げ
入

れ
、
い
や
が
お
う
に
も
ボ
ル

テ
ー
ジ
が
高
ま
る
。

　

今
回
の
対
戦
相
手
は
Ｋ
―
１
で
お

馴
染
み
の
元
芸
人
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・

ア
ッ
カ
。

　

１
Ｒ
、
ゴ
ン
グ
と
同
時
に
岩
下
選

手
は
攻
め
た
。
序
盤
に
渾
身
の
右
ロ
ー

キ
ッ
ク
を
炸
裂
さ
せ
、
さ
ら
に
ロ
ー

か
ら
ミ
ド
ル
、
ハ
イ
と
蹴
り
分
け
る
。

が
、
相
手
は
打
た
れ
強
く
、
顔
色
を

変
え
な
い
。

　

２
Ｒ
、
ガ
ー

ド
の
上
か
ら

重
い
左
ジ
ャ

ブ
、
右
フ
ッ
ク

を
打
ち
込
ま
れ

圧
力
を
か
け
ら

れ
る
。
岩
下
選

手
も
ひ
る
ま
ず

前
進
し
、
左
右

ロ
ー
キ
ッ
ク
、

前
蹴
り
を
返
し

て
相
手
を
後
退

さ
せ
る
。

　

３
Ｒ
、
相
手
が
コ
ツ
コ
ツ
と
左
ジ
ャ

ブ
を
当
て
て
き
た
。
岩
下
選
手
は
鼻

血
を
出
し
な
が
ら
も
前
進
し
、
多
彩

な
キ
ッ
ク
で
追
い
た
て
る
が
、
ス
タ

ミ
ナ
の
切
れ
た
相
手
を
捕
ら
え
切
れ

な
い
。
あ
せ
り
か
ら
間
合
い
が
近
く

な
り
、
相
手
の
距
離
に
付
き
合
っ
て

し
ま
っ
た
。
ラ
ス
ト
１
分
は
パ
ン
チ

の
応
酬
と
な
り
、
も
つ
れ
合
う
中
で

終
了
の
ゴ
ン
グ
が
鳴
っ
た
。

　

試
合
終
了
と
同
時
に
両
者
と
も
手

を
挙
げ
た
が
、
判
定
に
も
つ
れ
こ
み
、

惜
し
く
も
２
―
０
の
僅
差
で
敗
れ
た
。

　

試
合
前
、
所
属
す
る
ジ
ム
・
龍
生

塾
会
長
の
「
待
た
な
い
で
攻
め
て
い

き
た
い
」
と
い
う
言
葉
ど
お
り
、
岩

下
選
手
は
最
後
の
最
後
ま
で
攻
め
抜

い
て
い
た
。

　

闘
う
島
人
の
勇
気
を
た
た
え
た
い
。

（
報
告
：
高
橋
伸
弥
）

あ いにくの寒空の下　　　　　　
スギラビーチで海開き 「闘 う島人」岩下雅大選手（坂嶺出身）

善戦するも惜敗

　本格的な暑さの到来を控えた４月 26 日、
中里のスギラビーチで喜界町観光協会（都隆
男会長）主催の「海開き」があった。この日
は冬型の気圧配置により４月下旬とは思えな
い強風が吹き、この日を楽しみにしていた子
どもたちの期待を裏切る形となった。
　神事では、加藤啓雄町長をはじめ関係者や
保護者、子どもの代表が、遊泳の安全を祈願
して玉串を捧げた。次に消防喜界分署の隊員
による救難講話があり、大人の目の届く範囲
で泳ぐことや「おぼれるれるまねをしない」

（溺れる真似をして本当に溺れるケースが多
い）ことなどが指導された。
　その後はレクリエーションがあり、島にち
なんだクイズゲームや、悪天候により砂浜か
ら公園内の砂場に場所を移した「宝探し」な
どがあり、ゲームに興じる子どもたちは、寒
空を吹き飛ばす歓声をあげていた。
　また、毎年振る舞われるぜんざいも、寒さ
のため「売れ残る」ことはなかった。

　

平
成
14
年
に
喜
界
島
へ
I
タ
ー
ン
し
、
湾
集
落

で
広
島
風
お
好
み
焼
き
店
『
お
た
ふ
く
』
を
営
む

峠
（
た
お
）
加
惠
美
さ
ん
（
中
熊
）
が
、
キ
ャ
ベ

ツ
の
代
わ
り
に
パ
パ
イ
ヤ
を
使
っ
た
お
好
み
焼
き

「
パ
パ
イ
ヤ
焼
き
」
を
販
売
し
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

意
外
な
組
み
合
わ
せ
の
パ
パ
イ
ヤ
焼
き
を
開
発

し
た
理
由
を
峠
さ
ん
は
「
古
く
か
ら
日
本
人
は
山

の
幸
･
海
の
幸
を
食
べ
て
き
た
。
以
前
か
ら
島
の

在
来
食
材
に
興
味
が
あ
り
、
四
季
に
関
係
な
く
一

年
中
あ
る
パ
パ
イ
ヤ
の
利
用
を
思
い
立
っ
た
」
と

説
明
し
た
。

　

ま
た
「
硬
さ
の
解
消
と
味
を
染
み
こ
ま
せ
る
方

法
に
苦
心
し
た
」
と
話
し
「
手
作
り
の
ケ
ラ
ジ
胡

椒
も
ア
ク
セ
ン
ト
に
使
用
し
た
」
と
い
う
。

　

峠
さ
ん
は
「
在
来
パ
パ
イ
ヤ
は
綺
麗
に
完
熟
し

虫
に
も
強
い
。
他
の
在
来
種
も
日
本
中
ど
こ
を
探

し
て
も
な
い
く
ら
い
素
晴
ら
し
い
。
特
に
山
芋
に

驚
い
た
。
今
後
も
他
の
在
来
食
材
の
活
用
法
を
探

り
た
い
」
と
話
し
た
。

日本人重量級のホープ、岩下選手

▲

 �

砂
浜
か
ら
砂
場
に
場
所
を
移
し
た

「
宝
さ
が
し
」

A コープや徳洲会病院売店で販売中

シ
マ
の
在
来
食
材
を
有
効
利
用

「
パ
パ
イ
ヤ
焼
き
」
は
い
か
が
!?
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志
戸
桶
小
学
校

菅
沼

　
和か

ず

き
寿
喜
く
ん
（
志
戸
桶
）

湾
小
学
校

岩
川

　
剣け

ん
む武

く
ん
（
赤
連
）

大
山

　
咲さ

わ羽
さ
ん

早
町
小
学
校

大
山

　
花は

な菜
さ
ん
（
早
町
）

　和寿喜、小学校入学おめでとう。
　友だちたくさんつくって、元気でべんきょ
うがんばってください。お父さんとお母さん
と、ばあちゃんと、寿輝兄ちゃんも、おうえ
んしているからね。　　　　　　　　（豊寿）

　いつもにこにこ、４兄弟の三男坊 !!
　とうとう義務教育の仲間入りをしました
ね。これからどんどん大きくなって、手が離
れていくでしょうが、あなたのことは目を離
さず、ずっと見守り応援します。これから何
事にも全力で頑張ってください。　　（武広）

　花菜、咲羽、入学おめでとう。
　いつも仲良し “ ふたごちゃん ”。これからは勉
強やスポーツ、色んなことで競争したりするだ
ろうけど、いつまでもなかよしの “ ふたごちゃん ”

でいてくださいね。これから６年間、いっぱい
お友だちと遊んで、いっぱい色んなことを学ん
で元気に過ごして欲しいと思います。　　　　

　（学）

　

町
内
七
つ
の
小
学
校
で
こ
の
春
、

七
十
一
人
の
新
一
年
生
が
校
門
を
く

ぐ
っ
た
。

　

ま
だ
着
こ
な
せ
な
い
少
し
大
き
め

の
制
服
と
、
皮
の
匂
い
が
残
る
ラ
ン

ド
セ
ル
か
ら
逆
に
背
負
わ
れ
て
い
る

新
一
年
生
の
初
々
し
さ
は
、
何
と
も

い
え
ず
可
愛
ら
し
い
。

　

小
学
校
入
学
の
日
を
無
事
に
迎
え

ら
れ
た
こ
と
は
、
保
護
者
に
と
っ
て

こ
の
う
え
な
い
喜
び
だ
ろ
う
。

　

今
回
、
そ
の
喜
び
を
エ
ー
ル
に
変

え
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
い
た

だ
い
た
。

新 1 年生児童・生徒数

学　 校　 名 1  年  生 担任氏名 全児童
生徒数

湾 小 学 校
い組 23 丸田 純子

294ろ組 23 山﨑  明美
計 46

上嘉鉄小学校 － 4 黒添  康子 38
坂 嶺 小 学 校 － 0 － 9
荒 木 小 学 校 － 2 池亀  綾乃 36
滝 川 小 学 校 － 0 － 12
早 町 小 学 校 － 6 古川  桂子 45
志戸桶小学校 － 5 南木  清美 56
小野津小学校 － 2 柳　  真紀 18
阿 伝 小 学 校 － 6 竹下  真己 17
小  学  校 計 71 － 525

第 一 中 学 校
１組 32 森重  浩司 174
２組 33 中野  　誠

計 65 －
第 二 中 学 校 － 6 吉永  智雄 24
早 町 中 学 校 － 19 今村  憲一 53 
中  学  校 計 90 － 251
小・ 中 学 校 計 161 － 776

新
一
年
生
、
チ
バ
リ
ヨ
ー
！



阿
伝
小
学
校

奥
　
快か

い

く
ん
（
花
良
治
）

奥
　
洸こ

う

く
ん

　苦手だった牛乳も残さず飲めるようになった
快、溝に落ちたり道草を集めながらもマイペース
に登下校している洸。２人とも１年生になってか
ら日々たくましくなってきましたね。

　これからも、元気いっぱいの恵士くん・拓人く
ん・光希くん、しっかり者の果南ちゃんたちと６
人仲良く、たくさん本を読んだり、お勉強や運動
にがんばってほしいと思います。　　　　（文夫）

湾
小
学
校

濵
井

　
南み

さ

き
咲
希
さ
ん
（
赤
連
）

小
野
津
小
学
校

下
島

　
心し

ん

く
ん
（
小
野
津
）

荒
木
小
学
校

永
山

　
蓮れ

ん

く
ん
（
荒
木
）

上
嘉
鉄
小
学
校

模
　
光み

つ
の
り法

く
ん
（
先
山
）

　南咲希、入学おめでとう。明るく元気に、色
んなことをたくさん学んで、楽しい小学校生活
を過ごしてください。父、母ともに応援してい
ます。 　　　　　　　　　　　　　　　（公生）

　心、小学校入学おめでとう。小さな体に大
きなランドセル背負いながら、お兄ちゃんと
楽しそうに登校する姿が、とてもたくましく
見えるよ。
　スポーツや勉強を、楽しみながらがんばっ
てね。　　　　　　　　　　　　　　（和弘）

　蓮、入学おめでとう !!　真新しい制服と大
きなランドセルを背負う姿がとってもお兄
ちゃんらしく立派に見えて、かっこいいぞ！
　荒木のシシーボーといわれるくらい明るく
元気いっぱいの蓮くん。蓮らしく小学校でも
勉強やスポーツにに励んで、スクスク育って
ください！　　　　　　　　　　　　（富和）

　光法、入学おめでとう。ランドセルが大き
くて、先山から上嘉鉄小学校までは遠くてた
いへんだけど、幸正にいちゃんと元気に登校
する姿がとてもうれしいです。
　早く小学校になれて、勉強やスポーツにが
んばってください。　　　　　　　　　（博正）

7　Kikai Public Relations 2009.5
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シ　　マ　の 話　題 その２

　昨年度まで、短期派遣の医師で運営していた町国保診療
所に、待望の常勤医師が赴任した。これまでは数日単位で
の派遣となっており、医師の交通費だけでも年間数百万円
にのぼり、財政面でも運営に支障を来していた。
　今回、待望の常勤医として赴任したのは、東京で開業医
をしていた薗田裕さん。喜界島を選んだきっかけは「たま
たま見た、島の小学生がクロスカントリーの全国大会に出
場する姿を紹介す
るテレビ番組に映
し出されていた、
島の自然の美しさ
にひかれたから。
特に、海の青さが
印象に残った」と
いう。
　喜界島での抱負
として「医療はど
こでも同じように
受ける権利がある

が、実際は地域格差がある。この差は埋めにくいが、病気
を早く発見して適切な病院に紹介し、早期治療に取り組み
たい」と話し「お年寄りの話し相手をしたい。少しでも明
るく元気になれば」と意気込む。
　ただ、一番の趣味である自動車レースに気軽に参加でき
なくなったのが残念という。
　夫人と愛車のフォルクスワーゲン４台の ” 家族 ” ととも
に島の住民となった。神奈川県茅ヶ崎市出身、54 歳。

５月から診療時間の変更がありました。
診療時間
 午前 ８時 30 分～ 12 時 00 分
 午後 １時 00 分～ ５ 時 15 分
受付時間
 午前 ７時 30 分～ 11 時 00 分
 午後 １時 00 分～ ４ 時 30 分
※�火曜日、木曜日の午後からは在宅診療、健診、

予防接種のため休診します。

　

日
本
民
謡
協
会
と

同
協
会
奄
美
連
合
委

員
会
が
共
催
し
て
３

月
29
日
、「
奄
美
シ
マ

唄
日
本
一
大
会
」
が

奄
美
市
名
瀬
公
民
館

で
開
催
さ
れ
た
。

　

青
年
の
部
で
は
川

畑
さ
お
り
さ
ん
（
湾
）

が
「
嘉
徳
な
べ
加
那

節
」
を
唄
い
優
勝
し
、

全
部
門
出
場
者
か
ら

選
ば
れ
る
グ
ラ
ン
プ

リ
と
シ
マ
唄
大
賞
に

も
輝
い
た
。

　

こ
の
優
勝
に
よ
り
川
畑
さ
ん
は
、
来
年
５
月
に

N
H
K
ホ
ー
ル
（
東
京
）
で
開
催
さ
れ
る
「
日
本
民

謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
へ
の
切
符
も
手
に
入
れ
た
。

　

百
之
台
公
園
の
一
角
に
あ
る
、
標
高

２
１
１
メ
ー
ト
ル
の
喜
界
島
の
最
高
地
点

「
七
島
鼻
」
が
こ
の
ほ
ど
、
公
園
整
備
さ
れ

新
し
い
景
観
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
町
民
や
観

光
客
へ
供
用
さ
れ
た
。

　

同
所
は
第
２
次
大
戦
中
、
米
軍
の
本
土
上

陸
に
備
え
る
た
め
旧
日
本
軍
の
電
波
探
知
部

隊
が
置
か
れ
、
米
軍
機
を
い
ち
早
く
察
知
し

た
旧
海
軍
機
に
よ
り
、
激
し
い
迎
撃
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
と
い
う
。

　

同
部
隊
の
通
信
施
設
建
設
に
は
小
中
学
生

も
勤
労
奉
仕
と
し
て
参
加
し
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
材
料
と
す
る
た
め
珊
瑚
礁
を
砕
く
作
業

な
ど
に
従
事
し
た
。

　

現
在
で
は
、
当
時
の
施
設
跡
が
わ
ず
か
に

残
り
戦
時
中
を
し
の
ば
せ
る
が
、
東
に
太
平

洋
、
西
に
東
シ
ナ
海
が
広
が
り
、
朝
日
と
夕

日
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
絶
景
の
地
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の

離
陸
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
も
利
用
で
き
る
。

　

２
０
０
８
年
現
在
、
喜
界
島
の
最
高
地
点

は
同
公
園
の
２
１
１･

96
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

が
、
喜
界
島
の
隆
起
速
度
は
日
本
最
速
の
年

間
２
ミ
リ
で
あ
る
た
め
、
約
20
年
後
に
は

２
１
２
メ
ー
ト
ル
を
突
破
す
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。

　海上交通の安全確保のため、34 年の永きに渡りシツル埼
灯台を監視した原田稔さん（上嘉鉄中）が４月 24 日、第十
管区海上保安部（澤井弘保本部長）から感謝状を贈られ、
太田吉一奄美海上保安部長から伝達された。
　伝達式は原田さん宅で行われ、太田海保部長が「灯火監
視を旺盛な責任感を持って行い、航路標識の維持管理及び

海上交通の安全確保に多大な貢
献をされました。深く感謝しま
す」と伝達した。
　原田さんは「毎日欠かさず、
特に台風時は注意深く監視し
た。後任にも頑張って欲しい」
と話した。

  　なお、柳常雄さん（上嘉鉄中）
が後任についた。

感謝状を受けた原田さん

診 療所に待望の常勤医が赴任「お年寄りを明るく元気に」

東京から連れてきた愛車とともに

加藤町長にグランプリ受賞を報告

川 畑さおりさんグランプリに
～奄美シマ唄日本一大会～原 田稔さん十管より感謝状

～ 34 年欠かさず灯台監視～

喜
界
島
の
新
名
所
オ
ー
プ
ン
！

【
ポ
イ
ン
ト
２
１
１
公
園
】

場　所
　百之台公園の川嶺側
　（中西公園側）の端。
　看板あり。



｢便所掃除｣　

　「便所を美しくする娘は美しい子供を産むと言った母
親を思い出します。汚い便所掃除を仕事にしている私
は男です。美しい妻に巡り会えるかもしれません｣ と
書いた詩を読んだことがあります。

　フリムン徳さん応援団のある人が ｢便所掃除をした
ら、いいことがある｣ と本で読み、それを信じて便所
掃除の大切さを実行している。そして私にも勧めてく
れた。便所掃除を丹念にやっていた人の便所のキャビ
ネットの引出しにお金が入っていたとか、そんな経験
談の本を私に送って読ませてくれた。私は半信半疑だっ
た。なかなか実行するまでにはいかなかった。

　南サンフランシスコに住んでいた頃、両足の膝が象
の足のように腫れて、身動きできなくなった。人に勧
められて、治療の為に朝の一番搾りの小便を酒の盃じゃ
なく、コップに入れ、歯を食いしばって飲んだことを
思い出す。便器というものは汚いものであります。便
器に落ちるまでの小便は飲めるが、便器に落ちた小便
はこのフリムンのワイでも飲めそうにおまへん。

　サービスの悪いレストランに行った後、｢もう絶対に
行くまい｣ と心に決めながら、忘れてまた行くが、汚
い便所は二度と行く気がしない。嫁はんがあまりの汚
さに吐き出しそうになり、用を足さずに出てきた便所
もあります。そこはサンフランシスコの有名なゴール
デンゲイト・ブリッジを北側から入る前のビューポイ
ントの便所でした。世界中からきた見物人の多くは、
偉大で綺麗なゴールデンゲイト・ブリッジを見たら、
圧倒され感激のあまり、便所の的を狙ってもストライ
クじゃなく、ファールにするのでしょうか。

　そんな苦い経験のある私が、ある人の記事を読んで
から、とうとう便所掃除をやりだした。あれほどの有
名人がやっているなら間違いないと思ったからです。
有名映画監督でタレントのビートたけしです。彼が映

画監督で成功しているのも、タレント業で成功してい
るのも、｢便所掃除のお陰｣ と書いてあった。彼はどこ
で便所を使っても、時間の許す限り綺麗に掃除してか
ら出るそうです。あの忙しい有名人が、そんなことを
するとは夢にも思いませんでした。驚きました。真似
したくなったのです。

　やっているうちに、掃除後のあの特別清らかな気持
が味わいたくて、とうとう、やめられなくなった。「ああ、
綺麗な便所」という言葉が、使った人が思わず口に出
すのを想像しながらやります。便所掃除の中には、人
に喜んでもらえる要素が入っているようにも思えます。
濃い青空みたいな色の液体を入れて、柄のついたタワ
シで丸い円を書くように、上から下へゴシゴシと磨き
ます。真下の穴もタワシを廻しながら磨きたおします。
その次は雑巾を濡らして絞り、フタを丹念に磨き、水
のタンク回りも磨き上げます。「俺は便器の掃除をして
いるんじゃない、便器という顔の化粧をしているんだ」
と自分に言い聞かせながらやる時もあります。水タン
クの中の茶色になった汚れの線も消し取ります。さら
に雑巾を洗い直して、今度は便器の外回りを拭いて終
わりです。

　人間を育ててくれている栄養の残りカスを捨てると
ころが、綺麗で清潔であるのは気持のいいものです。
元酔っ払い大工の私でも、便所を美しくすれば立派な
エッセイが書けるような気がします。鼻歌を歌いなが
ら、便所掃除に頑張りたいと思います。

絶賛発売中 !!
「フリムン徳さんの波瀾万丈記」 

1,260 円（送料・税込み）
ご注文は
  「フリムン徳さん応援団」  
　　　   　友田 英助さんまで
℡ /Fax :０４２- ６３２- ７０８８
E-mail:e_tomoda@muh.biglobe.ne.jp

★

アメリカ便り

「広報きかい」版 
フリムン徳さんの

Ｖｏｌ . ４

★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
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上
う え そ の だ

園田 徳
とくいち

市

　　　　さん
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今
回
は
、
人
生
の
機
微
や
真
理

が
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
「
便
所

掃
除
」
が
テ
ー
マ
。

　

徳
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
楽
し

く
も
あ
り
、
観
念
的
な
何
か
を
考

え
さ
せ
て
く
れ
た
り
も
す
る
。
ま

る
で
「
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
映
画
」

の
よ
う
だ
。
こ
ん
な
こ
と
を
い
え

ば
、
徳
さ
ん
か
ら
「
そ
ん
な
タ
イ

ソ
ウ
な
モ
ン
ち
ゃ
い
ま
っ
せ
！
」

と
い
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

さ
あ
、
今
月
号
も
ト
ク
と
徳
さ

ん
の
エ
ッ
セ
イ
を
ご
堪
能
あ
れ
！
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国　語 社　会 算　数 理　科 英　語

国　語

国　語

社　会

社　会

算　数

算　数

理　科

理　科 英　語

鹿児島県
大島地区
喜界町

鹿児島県
大島地区
喜界町

鹿児島県
大島地区
喜界町

120

110

100

90

80

70

60

120

110

100

90

80

70

60

110

100

90

80

70

60

平成 20 年度　小学校　５年

平成 20 年度　中学校　１年

平成 20 年度　中学校　２年

　

平
成
二
十
一
年
一
月
、
県
内
の

全
て
の
小
学
五
年
生
・
中
学
一
年

生
・
中
学
二
年
生
を
対
象
に
、
学

習
し
た
こ
と
が
ど
れ
だ
け
身
に
付

い
て
い
る
か
を
調
べ
る
「
基
礎
・

基
本
」
定
着
度
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、
教
科
ご
と
の

通
過
率
を
、
県
を
百
と
し
た
と
き

の
本
町
と
大
島
地
区
の
平
均
正
答

率
と
比
べ
た
も
の
で
す
。

教科ごとの通過率（県と町の平均の比較 )

国語 社会
算数
数学

理科 英語

小
５

県 100 100 100 100
町 108.3 105.7 104.2 100.5

中
１

県 100 100 100 100 100
町 100.8 95.9 103.2 87.1 101.8

中
２

県 100 100 100 100 100
町 100.0 101.3 97.6 105.4 92.3

　

通
過
率
の
結
果
は
以
上
の
よ
う
で

す
が
、
二
十
年
度
の
各
学
校
の
学
力

向
上
の
取
組
と
本
調
査
結
果
か
ら
、

次
の
よ
う
な
成
果
と
課
題
が
あ
り
ま

し
た
。

【
成
果
】

○　

小
学
校
は
全
て
の
教
科
で

県
平
均
よ
り
も
高
い
学
力
を
身

に
付
け
て
い
る
。

○　

中
学
校
は
各
学
年
三
教
科

は
県
平
均
を
上
回
り
、
高
い
学

力
を
身
に
付
け
て
い
る
。
特
に
、

英
語
の
伸
び
は
著
し
い
。

【
課
題
】

○　

小
・
中
学
校
と
も
に
理
科

が
努
力
を
要
す
る
。
特
に
、
実

験
・
観
察
を
必
要
と
す
る
内
容

の
授
業
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

家
庭
学
習
の
質
を
改
善
さ
せ

て
、
町
を
あ
げ
て
学
力
向
上
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

　

学
力
は
、「
自
分
の
夢
を
実
現
す

る
」
た
め
、「
変
化
の
激
し
い
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
生
き
て
い
く
」
た
め

に
、
最
も
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
の
た
め
に
、
家
庭
や
地
域

で
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
支
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。「
喜
界
の
子
ど
も

も
や
れ
ば
で
き
る
」

平
成
二
十
年
度
「
基
礎
・
基
本
」
定
着
度
調
査
の
結
果
に
つ
い
て



民生委員 ・児童委員活動たより　№６

　今年度最初の定例会を４月５日、開催しました。今
回は、研修として「ほっと館」指導員の平田兼童さ
ん（伊実久）による「私の歩んだ道～出会い」の講
話がありました。
　平田さんは喜高卒業後、体育教師を目指して東京
の大学に進みましたが、在学中に幼児教育の重要性
を知り、保育士になる道を選びました。卒業後、都
内の幼稚園に勤めるも、真の保育士を探求するため
アメリカ・カナダへの視察、富士重工やキューピー
での異業種での実習も体験したそうです。
　大学時代に生涯の師、小原国芳氏（鹿児島出身、成
城学園の発展に尽力（小田急線成城学園駅は同氏が
誘致、玉川学園創立者）に出会って以来、幼稚園教
諭をしながら数々の著名人の薫陶を受け、三十歳代
には、内山興正師（世界各国から参禅者が集まる安
泰寺の住職であり、折り紙作家）を訪ねて東京から
京都まで歩き、他にも師を求めて各地を修験者のよ

うに徒歩で訪ねています。
　平田さんは伊実久ユミタで話され、脱線する話題も
楽しく、人間性あふれる講話でした。「ホット館」で
は「私のネクタイはエプロンであり、名刺は絵本です」
を信条とし、通所者らとともに作業や学習をしてい
ます。
　講話後に
総 会 を し、
「平成２０
年度活動実
績報告」や
「平成２１
年度予算」
の審議・承
認が行われ
ました。

講話する平田兼童さん

春季行政相談強調週間５月１８日（月）～２４日（日）
●行政の悩みごとについて行政相談員に相談してみませんか。

　　　日　　　時：平成２１年５月２３日（土）午前１０時～午後３時　　　　　場　　所：役場研修室

　　　行政相談員：園田 直樹さん（喜界町赤連 2400 番地）　　℡６５－３６６３

　当町では、行政相談員（園田 直樹さん）が国の仕事についての疑問や要望など、自宅や電
話で相談に応じています。
　当町担当の行政相談委員が行政相談所を開設しますので、お気軽にご相談ください。  相談
は無料、秘密は守られます。

大
人
も
子
ど
も
も
、

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
！

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
ね
む
い
眼
を

こ
す
り
な
が
ら
出
勤
・
登
校
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
朝

食
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
朝
食
の
役
割
は
？

・
体
と
脳
へ
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給

・
体
温
を
上
げ
る

・
肥
満
を
予
防
す
る

・
生
体
時
計
リ
ズ
ム
を
整
え
る

・
快
便
や
便
秘
予
防
、
な
ど

●
朝
食
抜
き
の
始
ま
り
は
ど
こ
か
ら
？ 

・�

夕
食
量
が
多
い
。
夕
食
時
間
が
遅

い
。
夕
食
後
す
ぐ
就
寝
。
→
朝
ま

で
に
消
化
で
き
ず
食
欲
が
わ
か
な

い
。

・�

就
寝
が
遅
い
→
起
床
時
間
が
遅
く

な
り
朝
食
抜
き
に
な
り
が
ち
。

●�

平
成
19
年
度
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
に
よ
る
と
、

・�

男
女
共
に
、
朝
食
を
と
っ
て
い
る

人
は
、
朝
食
を
と
っ
て
い
な
い
人

に
比
べ
、
午
後
８
時
台
ま
で
に
夕

食
を
と
っ
て
い
る
人
の
割
合
が
高

い
。

・�

30
～
40
代
男
性
で
は
朝
食
を
と
っ

て
い
な
い
人
の
約
４
割
が
、
午
後

９
時
以
降
に
夕
食
を
と
り
、
そ
の

う
ち
１
割
強
は
午
後
11
時
以
降
と

い
う
結
果
。

　

朝
食
を
と
る
に
は
、
は
や
り
前
夜

が
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
で
す
が
、
働
き

盛
り
世
代
で
は
、
不
規
則
な
生
活
習

慣
が
悪
循
環
を
招
い
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
ま
す
。
好
ま
し
く
な
い
夕

食
の
習
慣
は
、
脂
肪
蓄
積
を
増
大
さ

せ
、
朝
食
抜
き
は
体
の
不
定
愁
訴
が

出
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
何
よ
り
も
、
大
人
の
生
活
習
慣

は
子
ど
も
た
ち
に
影
響
し
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
町
３
歳
児
健
診
ア
ン

ケ
ー
ト
で
の
３
才
児
の
就
寝
時
刻
は
、

左
グ
ラ
フ
の
通
り
で
す
。

す こ や か n e w s

3才児のお子さんの、 寝る時刻は?

11　Kikai Public Relations 2009.5
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役
場
新
一
年
生
、
チ
バ
リ
ヨ
ー
！

～役場に５人の新規採用～

　

役
場
で
は
、
今
年
３
月
末
を
も
っ
て

早
期
退
職
者
３
人
を
含
む
17
人
の
退
職

者
が
あ
り
ま
し
た
。
４
月
１
日
に
は
５

人
（
一
般
職
４
人
・
介
護
支
援
専
門
員

１
人
）
の
新
規
採
用
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
各
部
署
へ
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

百
年
に
一
度
と
も
い
わ
れ
る
世
界
同

時
不
況
の
な
か
、
日
本
に
も
戦
後
最
大

の
不
況
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
、
政
府
が
今

年
度
か
ら
始
め
た
「
国
家
公
務
員
中
途

採
用
者
選
考
試
験
（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

試
験
）」
の
申
込
者
数
が
、
採
用
予
定

１
５
２
人
に
対
し
約
２
万
５
０
０
０
人

が
殺
到
す
る
大
人
気
と
な
る
な
ど
、
職

業
と
し
て
の
公
務
員
人
気
に
は
衰
え
る

気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
前
は
、公
務
員
の
志
望
動
機
は
「
不

況
に
強
い
」「
親
の
希
望
」「
安
定
し
て

い
る
」
な
ど
が
上
位
で
し
た
が
、
最
近

で
は
「
や
り
が
い
を
感
じ
る
」「
政
策

立
案
を
し
た
い
」
な
ど
積
極
的
動
機
が

上
位
を
占
め
る
よ
う
で
す
。

　

同
様
に
、「
島
で
働
き
た
い
」「
島
の

発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と
考
え
る
島
内

外
の
若
者
に
と
っ
て
も
、
役
場
は
魅
力

的
な
職
場
の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
希
望
に
燃
え
て
「
新
し

い
役
場
の
顔
」
と
な
っ
た
新
入
職
員
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
ア
ピ
ー
ル
と
役
場
職

員
と
し
て
の
抱
負
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

社
会
人
一
年
目
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
信
頼
さ
れ
る
職
員
に
な
る
よ
う
に
一
生
懸
命

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
嘉
鉄
）

　

本
年
度
よ
り
勤
務
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
不
慣
れ
な
点
も
多
々
あ
り
ま

す
が
「
千
里
の
行
も
足
下
に
始
ま
る
」（
老
子
）

と
あ
る
よ
う
に
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
職

務
を
全
す
る
所
存
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
塩
道
）

　

今
年
か
ら
役
場
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。島
で
働
け
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、

集
落
行
事
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
小
野
津

を
、
喜
界
島
を
、
今
よ
り
も
っ
と
活
気
あ
る
シ

マ
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
金
久
）

　

喜
界
町
職
員
と
し
て
〝
責
任
あ
る
仕
事
〟
が

で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

「
明
る
く
元
気
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
！
」

　

税
務
課
窓
口
近
く
の
席
に
お
り
ま
す
の
で
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
荒
木
）

　

介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
、
高
齢
者
の
声
に

耳
を
傾
け
、
思
い
を
理
解
し
共
に
考
え
な
が
ら
、

高
齢
者
が
望
む
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
お
手

伝
い
し
て
い
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
中
里
）

「ワーツラバ、ウビーティタボーリ !!」

澄岡　辰弥（建設課） 澄岡　翔平（住民課）

作井　美由紀（税務課） 吉住　則昭（保健福祉課）

恵畑　りみ子
（保福課地域包括支援センター）

「明るく元気にフレッシュに！」
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かごしま子育て支援パスポート協賛店一覧

・㈲岩田商店
・大阪屋
・A コープ喜界店
・ちえ美容室
・ショッピングセンターふくり
・ファミリーショップよしかわ
・銀座書店
・盛崎商店
・まつだ赤連店    ・中山酒店
・スーパーその    ・鹿児島銀行喜界支店

乳
幼
児
医
療
助
成
に
つ
い
て

○
医
療
費
の
助
成
期
間

資
格
発
生
日
か
ら

　

医
科 

６
歳
の
誕
生
月
末
ま
で 

　

歯
科 

４
歳
の
誕
生
月
末
ま
で 

○
医
療
費
助
成
金
申
請
に
つ
い
て

入
院
・
外
来
両
方

（
保
険
適
用
分
の
み
）

 

●
住
民
税
課
税
世
帯

　

３
千
円
を
超
え
た
金
額

 

●
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

医
療
費
全
額

暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　幼児教育期（平成１４年４月２日～平成１７年４月１日生まれ）の第２子以降の
子どもを対象に３６，０００円（１人あたり ) を支給します。
　※対象となる子どものいる世帯の世帯主が申請・受給します。
　※申請期間は、平成２１年９月２５日までです。

                お問い合わせ先：保健福祉課　６５－１１１１（内３７）

子育てを協力してくれる会員を募集しています。お知らせ
保健福祉課までご連絡下さい。℡６５－１１１１（内３７）

「子育て応援特別手当」ご存じですか？
                                     　　　  　　受給には申請が必要です。
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シ　　マ　の 話　題 その３

昔 ながらの伝統と ” 風味 ” を守り伝えたい・・・　　　　　　　　　
　黒糖づくりに取り組む「東京出身のシマッチュ」杉俣さん

各
集
落
の
八
月
踊
り
を

「
半
永
久
的
に
」
映
像
で
保
存

～
D
V
D
で
22
集
落
、
全
21
巻
～

　東京から喜界島に I ターンして４年目の杉俣紘二朗さ
ん（湾）が、全国的に名高い「喜界島黒糖」の製造に取
り組んでいる。
　喜界島を知ったきっかけは、東京の NPO 法人にボラン
ティア会員として所属していた時、荒木で黒糖を製造す
る岡田忠二さんの取引業者と知り合ったことによる。そ
の際「岡田さんの工場を見学しないか」と誘われ、実際

に 岡 田 さ ん
の 工 場 で 黒
糖 づ く り を
手 伝 っ た と
い う。 そ の
後、 そ の 時
の 黒 糖 を 仲
間 に 振 る 舞
い「 お い し
い 」 と 評 価
を 受 け、 す
こ し 手 伝 っ

ただけだったが「すごく感激した」という。
　まもなく、その時の感激が忘れられずに迷わず喜界島
へ向かう。岡田さんの “ 押しかけ弟子 ” となってからは、
キビの作付 ･ 収穫、黒糖づくりを手伝うものの、“ 師匠 ”
からの手ほどきは少なく「見て盗め」といわれたという。
　平成１９年の１２月から独り立ちして黒糖を作り始め

「畑によって味が違う。品質
の均一化、自分の思う風味を
出せるキビをつくるのが難し
い」と試行錯誤するも「徐々
に評価していただけるように
なってきた」と話す。
　現在は、島で生涯の伴侶と
巡り会い、子宝にも恵まれ「伝
統を途絶えさせることなく、
色んな人に食べてもらうため
努力し、関連商品も開発した
い」と意気込む。

大阪市西淀川区花川２－２１－１３
小澤司法書士・行政書士事務所　代表　小澤　正俊
　　　　　　　　TEL　０６－６４７５－７６３３
　　   E-mail　tosiyama.masahito@khaki.plala.or.jp
※他府県（地方の案件でも可能です）

◎サラ金などの払い過ぎた利息の返還請求 ご相談は無料です
（お気軽にご相談ください）お気づきですか？？　

払い過ぎている金利のこと　

完済していても大丈夫！！

登記　訴訟　物損損害賠償　公正証書

　

シ
マ
の
ウ
ヤ
フ
ジ
が
遠
い
昔
か
ら
唄
い
、
踊
り
継
い
で
き
た

「
八
月
踊
り
」
を
、
後
世
に
も
引
き
継
ご
う
と
八
月
踊
り
映
像
制

作
委
員
会
（
事
務
局
、
北
島
公
一
）
が
こ
の
ほ
ど
、
各
集
落
の

八
月
踊
り
を
収
録
し
た
D
V
D
を
制
作
し
た
。

  

こ
の
D
V
D
は
、
踊
り
の
動
作
が
前
、
後
ろ
、
横
か
ら
も
鑑

賞
で
き
、
教
則
・
独
習
用
に
も
使
用
で
き
る
。
ま
た
、
３
人
踊
り
・

集
落
の
風
景
・
島
遊
び
な
ど
の
行
事
も
併
せ
て
収
録
さ
れ
て
お

り
、
島
外
の
出
身
者
に
も
懐
か
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

中
心
と
な
っ
て
制
作
に
携
わ
っ
た
北
島
さ
ん
は
「
伝
統
を
守

る
と
い
う
思
い
は
共
通
。
各
集
落
の
踊
り
手
さ
ん
や
区
長
さ
ん

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
尽
力
が
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
を
伝

統
の
保
存
の
他
に
、
産
業
や
観
光
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
た
。

　

注
文
は
、
各
区
長
な
ど
を
通
じ
て
受
け
付
け
て
い
る
。

全 21 巻　（１枚、1,500 円）

時間をかけてアク取りをする杉俣さん
商品名は「旬の黒砂糖」



恙つ
つ
が

無な

く
過
ぎ
ゆ
く
日
々
の
や
す
ら
ぎ

に
共
に
い
た
わ
る
言
葉
を
交
わ
す

	
嶺
倉　

祝
子

ゆ
く
り
な
く
鏡
の
中
に
見
し
も
の
は

吾
を
見
つ
む
る
母
の
お
も
か
げ

	

北
島　

シ
ナ

五
月
に
は
孫
よ
き
伴
侶
と
船
出
す
る

満
帆
の
風
を
受
け
て
と
祈
る

	

有
村　

道
子

雨
垂
れ
が
鼓
動
の
よ
う
な
リ
ズ
ム
打

つ
風
邪
に
臥
す
わ
が
一
人
居
の
午
後

	

平
尾　

チ
ヨ

い
く
と
せ
を
共
に
あ
ゆ
み
し
友と

も

黄よ

み泉

へ
便
り
読
み
か
え
す
御み

霊た
ま

や
す
か
れ

�

美
代　

イ
シ

春
立
つ
や
雨
水
ぬ
る
み
舗
装
路
に
す

み
れ
一
輪
風
に
顫
え
お
り

	

郡　
　

市
子

島
を
訪と

う
生
き
継
ぐ
鶯
う
ぐ
い
す待
ち
い
し
を

初は
つ
ね音
も
聞
か
ず
春
は
過
ぎ
ゆ
く

	

弥
島　

幸
子

桜
ふ
る
山
下
公
園
一
輪
車
こ
ぐ
大
道

芸
人
暮
ら
し
ぞ
い
か
に

	

武
田　

幸
子

共
に
学
び
暖
め
合
い
し
友
情
の
縁

え
に
し
は

今
も
電
話
に
て
つ
な
ぐ

	

林　
　

蓮
香

氏
　
　
　
名

榮
多　

和
江

青
木　

文
男

下
島　

禎
伯

川
上　

八
重

光　
　

豊

峰
島　

林

南
島　

マ
ツ

宜
名
眞
チ
ヨ

北
島　

シ
ナ

吉
田　

宏

平　
　

タ
ケ

加
藤　

み
ね

浜
田　

幸
男

豊
田
キ
ク
ヱ

年
齢

78
才

65
才

99
才

89
才

59
才

101
才

96
才

85
才

92
才

54
才

87
才

91
才

53
才

85
才

住

所

赤

連

嘉

鈍

長

嶺
湾湾

坂

嶺

小
野
津

湾

佐
手
久

小
野
津

赤

連

川

嶺

赤

連

大
朝
戸

平　
　

邦
範

龍
田　

智
代

栄
田　

四
家

川
上
八
十
八

下
島　

ユ
キ

榮
多　

克
敏

喜
久　

秀
人

宜
名
真
正
博

光　

ヨ
シ
子

甲
斐
慶
一
郎

伊

実

久

羽
　

里

先
　

内

湾

長

嶺

赤
　

連

坂
　

嶺

湾湾

赤
　

連

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
り

氏
　
　
　
名

四
元　

海み

ゆ結

赤
崎　

凪な

ぎ海

實　
　

美み

う羽

保
護
者

龍

也

増

美

浩

希

住

所

赤

連

塩

道
湾

住

所

嘉

鈍

嘉

鈍

手
久
津
久

浦

原

氏
　
　
　
名

新
島　
　

甚

菊
川　

律
子

榊　
　

良
太

冨　
　

幸
代

２００９年７月２２日

　一生に一度の皆既日食まで

あと ６８ 日

（２００９年５月１５日現在）

喜界町の推計人口
（平成 21 年 5 月１日現在）

世 帯 数   ・・・・・ 3,745 戸 （ 5 6 ）

人 口   ・・・・・ 8,164 人 （ 6 7 ）

男   ・・・・・ 3,909 人 （ 3 9 ）

女   ・・・・・ 4,255 人 （ 2 8 ）
－推計基準日変更のため（　）は前々月比－

編

集

後

記

　

最
近
、
取
材
先
で
「
上
手
に
文

章
を
書
く
ね
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
。

う
れ
し
い
反
面
、
学
校
の
成
績
が

極
端
に
悪
か
っ
た
私
は
、
そ
の
よ

う
に
い
わ
れ
る
と
少
し
申
し
訳
な

く
感
じ
て
し
ま
う
。

　

小
学
校
の
担
任
に
は
将
来
を
不

安
視
さ
れ
、
中
学
の
時
は
学
年
で

唯
一
の
「
５
段
階
評
価
の
１
」
を

も
ら
い
、
高
校
に
入
っ
て
も
成
績

は
下
か
ら
数
え
て
10
番
以
内
が
定

位
置
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
私
は
、
小
学
校
の
入
学
前

か
ら
図
鑑
や
百
科
事
典
に
親
し
ん

で
い
た
。
興
味
分
野
は
機
関
車
、

恐
竜
、
昆
虫
、
宇
宙
、
世
界
や
日

本
の
歴
史
・
地
理
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
お
も
ち
ゃ

よ
り
図
鑑
を
欲
し
が
っ
た
。
入
学

後
は
勉
強
は
せ
ず
、
国
語
や
歴
史

の
教
科
書
、
理
科
の
副
教
材
、
地

図
な
ど
を
マ
ン
ガ
感
覚
で
読
み
、

高
校
時
代
に
は
そ
れ
ら
の
他
に
純

文
学
や
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
も

加
わ
っ
た
。

　

何
の
取
り
柄
も
な
い
私
だ
が
、

こ
れ
ら
の
活
字
に
触
れ
た
こ
と
が

今
の
仕
事
に
役
立
っ
て
い
る
の
は

間
違
い
な
い
。

  

今
回
、
荒
木
小
の
入
学
式
で
教
科

書
贈
呈
が
あ
っ
た
。
照
れ
な
が
ら

も
、
う
れ
し
そ
う
に
教
科
書
を
受

け
取
る
新
一
年
生
た
ち
を
、
カ
メ

ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
み
な

が
ら
願
っ
た
。「
教
科
書
と
も
友
達

に
な
あ
れ
！
」。　
　
　
　
（
植
村
）
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税
で
創
る
、
あ
か
る
い
未
来

　

５
月
末
は

固
定
資
産
税
１
期
分

の
納
期
限
で
す
。

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
号
は
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
よ
り
印
刷

所
が
お
休
み
の
た
め
、
例

月
よ
り
発
行
日
が
遅
れ
ま

し
た
。
あ
し
か
ら
ず
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
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ヒスイランの一種
（バンダ属）

東南アジアが原産のラン科バンダ属。
原種は標高５００ｍから１０００ｍ

に生息する高山植物。別名はバンダ。バ
ンダとは原産地の古代語で「まとわりつ
く」の意味。名前のとおり樹木に生える

（着生植物）。 写真のバンダは、永井嘉文
さん宅（赤連）のガジュマルに着生して
いた。品種名は不明。
　花ことばは「愛のしるし」「個性的」「身
軽」。

シャリンバイ（車輪梅）

センダン（栴檀）

アジア各地の熱帯・亜熱帯域に自生する落葉高木だが、小さく可憐な花を付け
る。薬としても有用であり、果実は、ひび・あかぎれ・しもやけに効果があ

り、煎じて服用すれば整腸・鎮痛作用がある。他に、樹皮は虫下し、種は数珠珠、
葉は農作物に除虫作用がある。ここ数年で完全に島を占領し
た帰化植物のシロバナセンダングサの名は、葉がセンダンと
似ることによる。
　花ことばは「意見の相違」。

原産地は南アジア。ウルシ科の常緑高木で、
原種の樹高は４０メートル以上に達する。

インドでは４０００年以上前から栽培がされて
いるとされ、仏典にも登場する。現在、５００
以上の品種が栽培されており、東南アジアでは
露地で、日本や台湾などの温帯地域ではハウス
栽培されている。
　日本では喜界島の他に、鹿児島県、沖縄県、
宮崎県、和歌山県、熊本県などで栽培されてい
る。特に、宮崎県産は東国原英夫県知事がセー
ルスマンとなってから「太陽のタマゴ」ブラン

ドで高級品として定着し、今年４月の初セリで
は、初物祝儀とはいえ一箱２個入りが２０万円
の超高値を付けた。
　生食が主であるが、ゼリー、プリン、ジュー
スなどにも加工され、東南アジアでは未熟果を
野菜として使用し、漬け物にもする（パパイヤ
と同様）。
　ウルシ科だけあり、葉や幹に触れると皮膚が
かぶれる場合もある。
　花ことばは不明だが、果物ことばは「甘いさ
さやき」。

島
に
、
咲
く
花13

薄桃色の品種

マンゴー

方言ではテーチギ。バラ科の常緑低木。北海
道を除いた日本列島のほぼ全域で自生して

いる。島では生け垣や防風林として見受けられ
るが、やはり大島紬の染料として有名である。
　紬産業が活況であった頃は、島でも養蚕が盛
んであり泥染師がいた。その染料となるシャリ

ンバイは島内での供給量が不足し、古仁屋など
から運搬船で運んでいた。花良治には規模の大
きい泥染め工場があり、花良治泊には運搬船の
姿があったという（本誌２月号１６ページ参照）。
　花ことばは「純心」。

４－５
月


